
３月の主な行事 

 １月２４日の学校給食記念日に

合わせて，１月２０日から１週間，

「鹿児島をまるごと味わう学校

給食週間」が実施されました。 

 この１週間は，鹿児島県内で作ら

れた農畜産物等の食材を使用した料

理はもちろん，もずく，タンカン，

パパイヤ等，奄美の食材もふんだん

に使った献立が提供されていまし

た。笠利発祥の鶏飯等，身近な食材

盛りだくさんの１週間で，おいしく

給食をいただきました。 

 いつもおいしい給食をありがとう

ございます。 

 期間終了後，生徒が日頃の給食へ

の感謝の言葉を綴り，給食センター

の方へお渡ししたところ，お返事を

いただきました。この場をお借りし

て紹介させてください。 
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受賞おめでとう‼ 

 １月２９日から３日間，本校の卒業生で，大島北高校１年の福山心

さんが，本校でインターンシップ（職場体験学習）を行いました。３

日間，各教科の先生方に付いて，朝の会・帰りの会はもちろん，授業

参観や授業サポート，給食・清掃作業等，各学年で体験しました。教

員の仕事についての講話を聞き，司書の仕事にも携わりました。 

 また，職場体験最終日には「先輩に学ぶ」というテーマで３年生の

前で講話もしてもらいました。大島北高での学校生活や北高の紹介

など，卒業間近の３年生にとっては身近な先輩の言葉は心に残るも

のがあったようです。 

 ３日間という短い時間ではありましたが，本人にとってよい経験

になったことでしょう。本校生徒にとっても，実りある３日間になっ

たことと思います。 

 心さんの今後の北高での活躍を願っております。 
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校長  久津輪 修一 

正月以降，少し暖かくなりましたが，すぐに北風が吹き荒れ寒い日が続きました。ちょうど私立

高校入試の１月末あたりも，やはり１０ｍを超える強風に見舞われ，南の島らしからぬ寒さを体感

してきました。本当に昔から不思議なもので，しばしば入試の日に大寒波が訪れ，大雪になること

がこれまでにもあったように思います。３月初旬の国公立大学の入試日にも大雪となり，受験生は

滑らないように用心しながら歩いている姿をニュース番組で見たこともあります。寒暖の差が激し

い日が続くこともありそうですので，体調管理や感染症対策に努めていきましょう。 

 すでに少しずつですが，卒業後の進路が決まる生徒が出始めました。３月５日，６日に鹿児島県公

立高校入試があり，本校からも受検します。早く進路が決定した生徒には，最後の仲間が入試を終え

るまで，同じ気持ちで生活して支えてほしいと思います。また，入試の関係等もあり，３年生は全員

が揃って登校する日数も少なくなります。卒業までの残り少ない中学校生活を，大切に過ごしてほし

いと思います。 

 生徒たちは，朝のボランティア活動や卒業式の歌の練習や放課後ランニング等にも熱心に取り組

んでいます。そして，１・２年生は３月１０日に実施予定の３年生を送る会の準備を始めました。こ

の会は，今までお世話になった３年生に対して，感謝の気持ちを表すとともに，３年生が笠利中学校

を後輩たちに託し，安心して卒業してもらえるようにする場となります。各学年とも一致団結して，

気持ちのこもった会にしてほしいと思います。 

 ３月１２日には第７７回卒業式，２５日には修了式と辞任式を予定しており，各学年にとって大き

な節目を迎えます。２月は２８日間しか無く短いので「逃げる」と言われますが，３月に向けての大

切な準備期間でした。生徒たちがしっかり準備して３月を迎えられるよう，教職員一同で支援してい

きたいと思います。 

 

 左は１月２２日・２３日に実施された

鹿児島学力・学習状況調査の暫定結果で

す。今回は，紙媒体ではなくＣＢＴ（コ

ンピュータを使ったテスト形式）のため

タブレットを使用した調査でした。初め

ての形式で，戸惑いからか解答法に苦労

している様子も窺え，一概にスコアだけ

では判定しかねる面もありました。 

 今回記載した結果は，記述問題を除い

た暫定版ですので，今後，全問題を網羅

した結果が公表されます。 

 この結果と学年末テストを振り返り，

進級に向けて，引き続き学校と家庭での

学習（宅習）の取組を充実させていきま

しょう。今後も御家庭での見守り見届け

もお願いいたします。 

鹿児島学力・学習状況調査結果（暫定版） 

3 月 に 向 け て  

文責：教頭 淵脇 

給食に感謝 

2 月 19 日は，学校保健委員会，授業参観，学級ＰＴＡ，新旧引継会等，おいそがしい中での御出席，ありが

とうございました。来月３月 12 日（水）には令和６年度笠利中学校第７７回卒業式が挙行されます。今回も多

くの来賓の方々へ案内状を送付しております。保護者の皆さまにおかれましても，引き続き感染症対策に配慮し

つつ，卒業生の旅立ちの場に立ち会っていただければ幸いです。 

 本年度最後の学校保健委員会（兼家庭教育学級）を２月１９日実施しまし

た。今回は，「若石足もみ ぷくぷく堂」から亀山純恵さんを講師にお招き

し，かんたん足もみ講座を開催しました。「足から不調を読み解く」をテー

マに，公認反射区図を用いた足裏と内臓の関係や足揉みの効能，足揉み時の

注意点等，講義を受けた後，実技や器具体験をしました。 

 参加者からは，「足裏が身体全体につながっていることにびっくりした」

「家族にも教えたい」「子どもとのコミュニケーションとして取り入れたい」

「自分のメンテナンスの時間を大切にしたい」「日課にしたい」「とても楽し

く勉強させてもらいいい時間だった」「もっと話を聴きたかった」といった

感想をいただきました。亀山先生の穏やかで優しいお人柄が溢れる素敵な時

間でした。亀山先生，ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 会に先立ち，校長先生から挨拶をいただき，その中で御自身の経験から，

歯の健康の大切さについても触れていただきました。歯と口腔の健康は身体

全体に関わるものです。う歯の治療が，まだの生徒は保護者に伝えて，早め

に歯科受診をし，確実に治療を完了させてください。 

インターンシップ ～「先輩に学ぶ」  

学校保健委員会（兼家庭教育学級） 


